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スポーツ文化ツーリズムアワード2023受賞！
町長のしごと日記
タウン情報　ほか
役場からのお知らせ　ほか
ＡＬＴニュース　ほか
福島商業高校特集
福島町交通だより
給付金のご案内
国民年金のお知らせ

■
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｐ ２
Ｐ ３
Ｐ ４
Ｐ ６
Ｐ 10
Ｐ 11
Ｐ 12
Ｐ 14
Ｐ 15

マイナンバーコーナー
診療所だより～やまゆりの風～
生涯学習コーナー
特集「福島町の歴史と文化を知る③」
春休みを安全に過ごすために
図書室NEWS
今月の行事予定
情報コーナー
ちびっこギャラリー　ほか

■
■
■
■
■
■
■
■
■

Ｐ 16
Ｐ 17
Ｐ 18
Ｐ 19
Ｐ 20
Ｐ 21
Ｐ 22
Ｐ 23
Ｐ 24

今月号の内容

〈 町 民 憲 章 〉　　　健康で、たがいに尊重し、楽しい家庭をつくります



前列：各長官　後列：特別賞受賞団体

　

毎
年
、
母
の
日
に
福
島
町
観
光
協
会
が
主
催
す

る
「
北
海
道
女
だ
け
の
相
撲
大
会
」
の
取
り
組

み
が
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
―
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
３
」
の
特
別
賞
に
あ
た
る
「
武
道
ツ
ー
リ

ズ
ム
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
月
２
日（
金
）、
東
京
都
千
代
田
区
の
神
田
明

神
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
受
賞
式
に
観
光
協
会
の
出

羽
会
長
が
出
席
し
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
室
伏
広
治
長

官
よ
り
賞
状
と
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
ス
ポ
ー

ツ
庁
、文
化
庁
お
よ
び
観
光
庁
が
各
地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
文
化
芸
術
資
源
を
結
び
付
け
て
、

新
た
に
生
ま
れ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
日
本
ブ
ラ
ン

ド
を
確
立
・
発
信
し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増

加
や
国
内
観
光
の
活
性
化
を
図
り
、
日
本
お
よ
び

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
年
で
８
回
目
の
開
催
で
全
国
か
ら
29
件
の
応

募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
当
町
を
含
め
た
７
件
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
海
外
や
町
外
の
方
も
参
加
し
て
い
る
こ

と
や
女
性
活
躍
の
視
点
、
文
化
的
・
歴
史
的
な
背

景
と
、
30
年
間
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
だ
け
の
相
撲
大
会
は
平
成
３
年（
１
９
９
１
年
）

に
川
濯
（
か
わ
そ
）
神
社
が
創
建
５
０
０
年
を
迎

え
た
際
に
「
女
だ
け
の
祭
礼
行
列
」
の
奉
祝
奉
賛

事
業
と
し
て
始
ま
り
、
今
年
は
節
目
の
30
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　

第
１
回
大
会
で
は
、
町
内
在
住
の
20
名
の
参
加

者
と
約
８
０
０
名
の
来
場
者
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
近
年
の
大

会
で
は
、
定
員
の
64
名
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、

９
割
以
上
が
町
外
在
住
者
で
、
そ
の
内
の
10
名
程

度
が
道
外
か
ら
の
参
加
者
で
す
。

　

来
場
者
数
も
約
１
，５
０
０
名
規
模
と
な
っ
て

お
り
、
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
「
女
相
撲
」
と
い
う
、
唯
一
無
二
の
文
化
を
作

り
上
げ
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
工
夫
を
凝
ら
し
、

次
世
代
に
継
承
し
て
き
た
功
績
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
会
に
携
わ
っ
て
き
た
方
々
に
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
産
業
課　

商
工
観
光
係
）

福
島
町
観
光
協
会

福
島
町
観
光
協
会

ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３

ス
ポ
ー
ツ
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３

�
特
別
賞

特
別
賞「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
」を
受
賞

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
賞
」を
受
賞

〔　〕〔　〕22



今
年
の
元
日
に
石
川
県
を
中
心
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
北
陸
地
方
周
辺
に

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
方
々
が

犠
牲
に
な
り
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

被
災
地
で
は
、
今
な
お
行
方
不
明
者
の

捜
索
が
続
い
て
お
り
、
今
も
多
く
の
方
々
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
改
め
て
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
１

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

当
町
も
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沖
地
震

が
引
き
起
こ
す
津
波
に
よ
り
、
大
き
な
被

害
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
国
の
強
化
指
定

地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
生
命
財
産
を
守
る
こ

と
を
第
一
優
先
に
、
今
後
、
町
内
会
な
ど

と
協
議
し
な
が
ら
避
難
路
の
整
備
や
避
難

先
で
の
備
蓄
品
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
が
基
本
と

な
り
ま
す
が
、
相
互
扶
助
の
精
神
を
持
っ

て
、
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
も
重
要

と
な
り
ま
す
。

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
備
え
る
こ
と
で
、

被
害
を
最
小
限
に
軽
減
で
き
る
は
ず
で
す
。

常
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
、
心

構
え
を
も
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

１
月
22
日（
月
）～
25
日（
木
）の
期
間
で

令
和
６
年
度
予
算
の
町
長
査
定
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

町
長
査
定
は
、
総
務
課
財
政
担
当
が
一

次
査
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
町

長
判
断
が
必
要
な
事
項
に
関
し
て
、
二
次

査
定
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、
吉
岡
温

泉
の
建
設
、
総
合
的
な
種
苗
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
有
害
鳥
獣
減
容
化
施
設
の
建
設
な

ど
大
型
事
業
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
総
合

計
画
に
登
載
さ
れ
た
事
業
に
あ
っ
て
も
、

財
政
均
衡
の
観
点
か
ら
次
年
度
へ
ロ
ー
リ

ン
グ
作
業
で
先
送
り
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

大
型
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
町
の
起
債

残
高
が
膨
ら
み
、
将
来
の
償
還
額
が
増
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
財
政
均
衡
を

保
ち
な
が
ら
、
真
に
必
要
な
予
算
の
配
分

を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
月
24
日（
水
）、
福
島
商
業
高
校
の
出

願
者
の
締
め
切
り
が
あ
り
、
町
内
お
よ
び

全
国
か
ら
29
名
の
子
ど
も
た
ち
が
福
島
町

で
学
び
た
い
と
応
募
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
が
表
れ
、

私
共
も
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
議
会
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
深
い

ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

現
場
の
先
生
方
や
教
育
関
係
者
の
ご
支
援

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
に
安
心
す
る
こ
と
な
く
、
継
続
的

な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
月
28
日（
日
）に
東
京
の
九
重
部
屋
の

千
秋
楽
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
を
し
、
九
重

親
方
に
今
年
の
夏
合
宿
を
お
願
い
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
会
場
で
千
代
嵐
関
の
断
髪

式
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
々
が
髪
に
ハ
サ

ミ
を
入
れ
て
、
引
退
を
惜
し
ん
で
お
り
ま

し
た
。

ま
た
、
次
の
日
に
包
括
連
携
を
締
結
し

て
い
る
ク
ミ
ア
イ
化
学
工
業
本
社
を
訪
問

し
、
高
木
社
長
な
ど
と
来
年
度
の
事
業
内

容
な
ど
を
協
議
し
、
女
だ
け
の
相
撲
大
会

の
ご
支
援
を
併
せ
て
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
午
後
か
ら
は
静
岡
県
で
、
昆
布
な

ど
の
製
造
を
お
願
い
し
て
い
る
㈱
ヤ
マ
ザ

キ
の
山
崎
会
長
な
ど
と
懇
談
し
、
今
年
の

作
業
に
向
け
た
お
話
を
し
、
会
長
か
ら
今

年
が
新
た
な
加
工
な
ど
の
勝
負
の
年
と
な

る
旨
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【災害に備えることの大切さ・・・】

町長のしごと日記第101号

〔　〕〔　〕33



　２月５日（月）、福島町役場にて福島町まちづく
り工房が「わが村は美しく・北海道運動第11回コ
ンクール」において奨励賞を受賞し、北海道開発
局函館開発建設部長より表彰状が授与されました。
　岩部クルーズをはじめ、企業とのコラボで地域
特産品を使った商品開発などが評価され、このた
びの受賞となりました。

寄
　明治安田生命保険相互会社より寄付された「私
の地元応援募金」を活用し、スタッキングチェア
と自動血圧計を購入し役場に設置しました。
　主に健康診断や乳幼
児健診などの健康増進、
子育て支援などの各種
事業に活用させていた
だきます。
　明治安田生命保険相
互会社に感謝申し上げ
ます。

付金により自動血圧計とイスを購入しました

　中塚建設株式会社より、１月16日（火）に福島
小学校へ、23日（火）には吉岡小学校へ手ぬぐい
を寄贈していただきました。
　この手ぬぐいは、町内で長年実施しているき
りんクレーン写生会を記念した手ぬぐいで、福
島小学校３年生と吉岡小学校の生徒が描いたイ
ラストが載っています。
　このたびの寄贈に心より感謝申し上げます。

全校生徒（教職員含む）へ寄贈いただきました

◀�自動血圧計は役場１階ロビーに
設置しました

� 上から福島小学校（３年生）、吉岡小学校（全児童）▶
� もらった手ぬぐいと一緒に笑顔の集合写真　

福島町まちづくり工房が
� 奨励賞を受賞

中 塚建設株式会社より手ぬぐいの寄贈手ぬぐいの寄贈

福 島 小 学 校 １０４枚
吉 岡 小 学 校 １８枚

〔　〕〔　〕44



福
　２月８日（木）、福島商業高校１年生の授業「総
合的な探究の時間」で、ＮＴＴ東日本北海道南
支店の担当者を外部講師として招き、ＤＸ（デ
ジタル・トランスフォーメーション）体験授業
が行われました。
　この授業は、生徒たちがこれからの社会に出
ても通用できる人材となることを目的に、最新
ＩＣＴ技術を活用したＤＸを体験してもらうも
のです。
　ＮＴＴ―ＭＥ、北日本スカイテック株式会社協力のもと、ドローンを使用した災害発生時の
被災や、360度カメラを使用した施設内の見え方、ＶＲスコープを使用した災害発生時の疑似
体験を行いました。
　ＮＴＴ東日本の工藤支店長によると「今回行った授業は北海道で初めての試み」とのことで、
生徒も「非常に貴重な体験ができた」と話していました。
　町と学校は令和６年度も内容を拡充して、デジタル人材の育成に取り組むことにしています。

　２月15日（木）、福島町役場にて日本航空株式会
社と福島町との連携協定を結びました。
　協定の目的は相互の連携を強化しながら、それ
ぞれが持つ物的・人的・知的資源を有効に活用し、
福島町の観光振興による地域の活性化を図ること
です。
　協定の内容については下記のとおりです。

日本航空株式会社と連携協定を結びました

島商業高等学校でＤＸ体験授業体験授業

⑴　�観光振興による地域活性化、および観光
誘客の促進に関すること

⑵　�その他、双方の協議により定める事項

小笠原内科消化器科クリニック
医師　小笠原　実（院長）

〒049-1454　松前郡福島町字館崎350番地27　TEL：0139-48-5231　FAX：0139-48-5232
○内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・皮膚科

＊第２、第４土曜日は休診
＊受付時間は 8：30～12：00
　　　　　　13：30～16：30

診療時間 月 火 水 木 金 土
8：30～ 12：30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14：00～ 16：30 ○ ○ 訪問診療 ○ ○

▲�左から日本航空㈱林北海道支社長、鳴海町長

〔　〕〔　〕55
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令
和
６
年
度
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
漁
港
使
用
申

請
の
受
付
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
以
内
の
使
用
期

間
の
、
漁
船
以
外
の
船
舶
（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
）

の
漁
港
使
用
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
者
が
定
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
使
用
可
能
漁
港
・
隻
数

　

○�

福
島
漁
港　

16
隻

　

○�

吉
岡
漁
港　

２
隻

■
必
要
書
類

　

・
施
設
使
用
許
可
申
請
書

　

・
船
舶
検
査
証
の
写
し

　

・
船
舶
全
体
・
船
名
を
撮
影
し
た
写
真

　

・
海
技
免
許
の
写
し

■
申
請
受
付
期
間

　

３
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
水
産
係　

☎
47

－

３
０
０
２

船
揚
場
・
漁
港
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

船
揚
場
お
よ
び
漁
港
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用

料
は
、
４
月
１
日
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

船
揚
場
・
漁
港
に
置
い
て
い
る
船
舶
は
使
用
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

使
用
し
な
い
船
舶
は
３
月
中
に
撤
去
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
使
用
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る

漁
船
や
漁
具
の
放
置
が
目
立
ち
ま
す
。

　

漁
業
活
動
の
支
障
と
な
る
ほ
か
、
地
域
の
景
観

上
、
思
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
速
や
か
に
撤
去
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
の

土
地
な
ど
へ
移
動
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

船
揚
場
・
漁
港
で
は
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど

は
せ
ず
、
き
れ
い
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
水
産
係　

☎
47

－

３
０
０
２

３
月
１
日
～
８
日
は
「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
３
月
１
日
か
ら
８
日

を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
定
め
、
女
性
の
健
康

づ
く
り
を
国
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
・
女
性
な
ど
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
女
性

の
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
知
り
、
理
解
を

深
め
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
女
性
の
健
康
推
進
室
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ラ
ボ
」

で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
健
康
ガ
イ
ド
が
わ

か
り
や
す
く
照
会
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

女
性
の
健
康
推
進
室
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ラ
ボ

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

-health.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
５
２
４

　

企
画
総
務
課
企
画
係

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
０
１
２

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
・
金
融
な

ど
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財

務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

・�

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方

・�

平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
次
の

要
件
を
満
た
す
方

①�

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
令
和
７
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②�

短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た

方
お
よ
び
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
短
期
大
学
ま

た
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

令
和
６
年
２
月
22
日（
木
）
９
時
～

　
　
　
　
　

３
月
25
日（
月
）【
受
信
有
効
】

■
受
験
申
込
方
法

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

■
第
１
次
試
験
日

　

令
和
６
年
５
月
26
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

　

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１（
内
線
４
２
５
２
）

バ
ス
運
転
手
合
同
就
職
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　

道
南
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
は
、
バ

ス
運
転
手
の
業
務
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
や
就

職
・
転
職
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
函

館
地
区
バ
ス
協
会
と
共
催
で
就
職
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
、
バ
ス
会
社
８
社
が
個
別
ブ
ー
ス
を
設

け
、
採
用
条
件
や
育
成
制
度
な
ど
各
種
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
未
経
験
の
方
や
大
型
二
種
免
許
未

取
得
の
方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相



北
海
道　

自
動
車
税　

住
所
変
更

〔　〕〔　〕77

談
無
料
・
予
約
優
先
）

■
日
時

　

３
月
17
日（
日
）　

９
時
～
15
時

■
場
所

　

渡
島
総
合
振
興
局
３
階
講
堂

■
予
約
方
法

　

３
月
13
日（
水
）ま
で
に
渡
島
総
合
振
興
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
参
加
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
渡
島
総
合
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
左
記
の
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
総
合
振
興
局
地
域
政
策
課

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
５
３
１

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録

に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

●�

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、

運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
が
必
要

で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き�（
抹
消
登
録
）

　

令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
納
税
通
知
書　

を
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
検
索
す

る
か
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
道
税
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
自
動
車
税
種
別
割
住
所
変
更
手
続
」

に
ア
ク
セ
ス
し
、
納
税
通
知
書
の
送
付
先
の
変
更

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

☎
０
１
１

－

７
４
６

－

１
１
９
０

「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

北
海
道
で
は
、「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
の
普
及
拡

大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
は
税
金
の
申
告
や
届
出
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
電
子
的
に
行
う
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
、
特
別
法
人
事
業
税
に

関
す
る
申
告
や
届
出
が
、
窓
口
に
出
か
け
ず
に
自

宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

市
町
村
の
法
人
市
町
村
民
税
な
ど
の
申
請
・
届

出
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
の
お
申
込
み
手
続
き
や
詳

し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.eltax.lta.go.jp/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業
税
間
税
係

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
４
４
１

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

～
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の
予
防
ポ
イ
ン
ト
～�

①
主
な
原
因
は
調
理
者
か
ら
食
品
へ
の
汚
染
で
す

・�

日
頃
か
ら
健
康
状
態
に
注
意
し
、
症
状
が
あ
る

と
き
は
、
食
品
を
直
接
取
扱
う
作
業
を
行
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

症
状
が
な
く
て
も
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
手
洗
い
な
ど

の
衛
生
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

②�

調
理
前
や
ト
イ
レ
の
後
は
、
手
指
の
洗
浄
・
消

毒
を
行
い
ま
し
ょ
う

・�

手
洗
い
の
際
は
石
け
ん
を
使
用
し
、
汚
れ
の
残

り
や
す
い
と
こ
ろ
を
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

③�

食
品
の
「
加
熱
」、
調
理
器
具
の
「
消
毒
」
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

・�

食
品
は
中
心
部
が
85
～
90
℃
、
90
秒
以
上
の
加

熱
調
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

調
理
器
具
は
熱
湯
や
塩
素
系
消
毒
剤
な
ど
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
渡
島
保
健
所
生
活
衛
生
課
食
品
保
健
係

　

☎
０
１
３
８

－

47

－

９
５
５
２

北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
の
ご
案
内

　

道
の
仕
事
に
関
し
て
、
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に

関
す
る
苦
情
は
苦
情
審
査
委
員
へ
申
立
て
く
だ
さ

い
。

　

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦
情
審
査
委
員
が
公
正

で
中
立
的
な
立
場
で
審
査
し
、
不
備
や
問
題
が
あ

る
と
き
は
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
０
６
０

－

８
５
８
８

　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
５
２
３
（
直
通
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
１

－

２
４
１

－

８
１
８
１

　

メ
ー
ル
：kujyou.koueki@

pref.hokkaido.lg.jp

　

ま
た
は
、
各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
総
務
課

振興局HP

申込みフォーム



固定資産税の各種届出
　毎年１月１日現在の家屋の所有者に、固
定資産税が課税されます。
　昨年中に家屋の取り壊しや名義変更があ
った方は、お早めに届出してください。

土地・家屋価格などの縦覧※

� ※誰でも見られること

　次の期間、町民課賦課係窓口において「土
地・家屋価格等縦覧簿」の縦覧を行います。

４月１日（月）～５月31日（金）

軽自動車税は４月１日が
課税基準日です

　軽自動車税は、毎年４月１日が課税基準
日となっています。
　現在使用していない車両で、廃車などの
届出をしていない方は、次の届出先におい
て、３月中に手続きをしてください。
●福島町ナンバー
　（125㏄までのバイク、小型特殊自動車）
　町民課賦課係　☎４７－４６８３
●函館ナンバー（軽自四輪・二輪）
　軽自動車協会函館事務所
　☎０５０－３８１６－１７６４
●函館ナンバー（小型二輪自動車）
　函館地区自家用自動車協会
　☎０１３８－４９－６３７８

お問い合わせ先 町民課（税務部門）　　☎47－4683

お問い合わせ先 町民課徴収係　　☎47－4683

　森林環境税は、我が国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るため、森林
整備に必要な地方財源を安定的に確保する観点から成立した「森林環境税及び森林環境贈
与税に関する法律」に基づき創設された国税です。

　令和６年度から、個人に対して１人年額１，０００円が課税され、町道民税とあわせて町
が徴収します。
※�森林環境税は、非課税となる方の基準が町道民税と異なるため、町道民税が非課税の場
合でも、森林環境税が課税される場合があります。
　なお、町道民税、森林環境税は、前年中（１月～12月）の所得に基づいて課税されます。

令和６年度から
森林環境税（国税）の課税が始まります

町民課 ( 税務部門 ) からのお知らせ町民課 ( 税務部門 ) からのお知らせ

〔　〕〔　〕88



　知内風力開発株式会社が計画する「（仮称）知内風力発電事業」について、環境影響評
価の調査、予測および評価の手法をとりまとめた「環境影響評価方法書」を以下のとおり
縦覧するとともに、住民説明会を開催いたします。

●事業名称
　（仮称）知内風力発電事業

●対象事業実施区域
　北海道上磯郡知内町

●縦覧場所
　福島町役場企画課

●インターネットによる公表
　https://data.jwd.co.jp/info/shiriuchi/

●縦覧期間
　令和６年２月29日（木）～令和６年４月１日（月）

●意見書受付期間
　令和６年2月29日（木）～令和６年４月15日（月）
※�環境影響評価方法書について、環境の保全の
見地からのご意見をお持ちの方は、書面に住
所・氏名・意見（意見の理由を含む）をご記
入のうえ、意見書受付期間終了日までに、縦

覧場所に備え付けの意見書箱にご投函いただ
くか、下記のお問い合わせ先へご郵送くださ
い（当日消印有効）。

●縦覧・意見書受付時間
　土・日・祝日を除く開庁時

●住民説明会（開催日時、会場）
　令和６年３月18日（月）　15：00から
　福島町福祉センター（福島町字三岳32－3）

〈お問い合わせ先〉
　知内風力開発株式会社
　住所：〒100－6015
　　　　東京都千代田区霞が関３丁目２番５号
　　　　霞が関ビルディング15階
　担当：長谷川
　　　　（土・日・祝日を除く、9：30～17：30まで）
　電話：03－3519－7481

「（仮称）知内風力発電事業　環境影響評価方法書」
の縦覧および住民説明会のお知らせ
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建物を支えるコンクリート基礎杭を作っています
函館福島工場　松前郡福島町字千軒83-1 

TEL（0139）47-3320　http://www.hokuyuu.com 

　パブリックコメント（意見募集）を実施した案件の結果について、下記のとおりとなり
ましたのでお知らせいたします。
　提出された意見の概要および、提出された意見に対する町の考え方については、町ホー
ムページに掲載しております。
　また、役場企画課窓口、吉岡支所窓口でも閲覧できます。
番号 案　　　件　　　名 意見募集期間 提出された意見の数

R5-01 第６次福島町総合計画（案）【基本構想、基本計画、
実施計画・展望計画】に対する意見募集について

令和５年12月20日

～

令和６年�１�月19日
【�提出者数：１名�】
【�意 見 数：１件�】

パブリックコメント（意見募集）の結果公表についてパブリックコメント（意見募集）の結果公表について

Assitant Language TeacherAssitant Language Teacher  ニュースニュースAssitant Language TeacherAssitant Language Teacher  ニュースニュース
　町広報12月号で紹介した２名のＡＬＴは、小中学校での英語の授業以外にも、幼稚園
や認定こども園での外国語活動、町行事への参加など様々な活動を行っています。
　今回は２名のＡＬＴがどんな活動をしているかを紹介します。

　ハロウィンの時期の授業風景です。
　子どもたちと一緒に仮装をして、ハロ
ウィンにちなんだ英単語や歌、踊りなど
を交えながら授業を行いました。

◆レイ・ジェレミー先生
〈学校での英語授業〉

◆アンジェレス・ジャスパー先生
〈園児との英語での活動〉

↑パイレーツ・オブ・カリビアンの仮装をする
　ジェレミー先生

　幼稚園では、子どもたちと英単語を使
ったゲームや英語の歌を歌ったり、英語
の絵本の読み聞かせなどを行ったりして
います。
　子どもと一緒に楽しみながら英語の学
習に取り組んでいます。
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　福島商業高校は今年度から全国募集による道外からの入学や、福島町青少年交流センター新
潮学舎のオープンなど、新しい１年となりました。
　道外から入学した生徒４名は初めて福島町で１年を過ごし、地域の方々との交流を積極的に
行うことができました。
　また、福島商業高校生徒は校内行事だけではなく、町内の各イベントでも活動の場を広げ、
地域を盛り上げました。これからの福島商業高校の活躍にご期待ください。

飛躍の１年、福島商業高校生徒が大活躍

　競技のお手伝い
のほかに、リレー
やよさこいなどに
参加し、子どもた
ちや地域の方々と
交流しました。

　祭礼行列や各町
内会のパレードに
参加し、踊りや太
鼓などを披露しな
がら町内各地を盛
り上げました。

　競技役員として
参加し、ゴールテ
ープ係やちゃんこ
鍋の振舞いなど、
参加したランナー
の皆さまをサポー
トしました。

　男子２名は町の
基幹産業である昆
布養殖のアルバイ
トをしました。
　朝４時からの仕
事は大変でした
が、都会ではでき
ない体験となりま
した。

　アルバイトで出
店のサポートをし
ながら、町民に明
るく接客対応をし
ていました。

　生徒２名が、そ
れぞれのテーマで
自身の経験や思い
を交えて発表しま
した。

　高校から２チー
ムが参加し、大人
たちを相手にハツ
ラツとしたプレー
を見せました。ま
た、地域の方々と
スポーツを通じて
楽しく交流するこ
とができました。

■吉岡小学校運動会

■福島大神宮例大祭

■南北海道駅伝競走大会

■昆布干しのアルバイト

■福島町 FOOD STADIUM

■青少年の主張大会

■教育長杯争奪ソフトバレーボール大会
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発行：福島町地域公共交通活性化協議会

和
令

6
年
3
月
1

行
発
日

　千軒地区では、令和5年10月３日から「デマンド
型交通」の試験運行を行っています。
　千軒地区のみなさまにもっとご利用いただき、
本格運行に向けた課題や要望などを把握させてい
ただくため、千軒地区の住民のみなさんを対象と
した無料乗車体験会を開催し、実際の実証運行車
両に乗って、おでかけ体験をしていただきました。
　当日は、あいにくの悪天候でしたが、運行車両
が参加者のご自宅の玄関先までお迎えにあがり、
喫茶店でのランチや福島町デマンドバスに乗り継
ぎ吉岡温泉で入浴するなど、１日おでかけを楽し
んでいただきました。
　途中、千軒地区デマンド型交通や路線バスなどの公共交通のご利用方法をご確認いただくととも
に、おでかけと健康にまつわるお話や自分では気が付きにくい交通事故の危険性に関するお話を興
味深く聞いていただきました。

　参加後のアンケートでは、「今後デマンド型交通を利用してみようと思いますか？」に、8割の
方が「強くそう思う」と回答をいただきました。
　また、「乗車体験会に今後も参加したいと思いますか？」では、「強くそう思う」との回答が6割
となりました。

千軒地区デマンド型交通実証運行の乗車体験会を通じた

おでかけイベントを開催しました！

【日　時】令和5年11月17日（金） 11:00～16:00
【参加者】千軒地区にお住いの方
【参加人数】５名

今後デマンド型交通を
利用してみようと思い
ますか？

・千軒地区デマンド型交通実証運行についてのお話
・公共交通と健康や事故についてのお話
・現在工事中の新しい吉岡温泉のついてのお話
・デマンド型交通に乗車し、吉岡温泉へ

開催概要

容
　
内

Q

強くそう思う
80％

どちらとも
言えない

20％ 乗車体験会に今後も
参加したいと思いますか？

Q

強く
そう思う

60％

無回答
20％

どちらとも
言えない

20％
ｎ＝5 ｎ＝5

参加者アンケートより

参加者の
声
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■発行／福島町地域公共交通活性化協議会　 ■事務局・連絡先／福島町企画課　TEL：47-3007　FAX：47-4504

　昨年に引き続き、「福島町 FOOD STADIUM 2023」において、福島町デマンドバスの車両展示
行い、小さなお子さまやお年寄りなど、幅広いみなさまに、車両を体験していただきました。会場

にお越しいただいたみなさまには、最新版の時刻表を配布し、福島町デマンドバスをお得にご利用い
ただく方法をご案内させていただきました。
　今後もより多くのみなさまに、福島町デマンドバスを身近に感じていただき、ご利用いただけるよ
うご案内していきます。

予約は
こちら

●第１便～第８便：運行開始の１時間前まで  ●第９便～第10便：当日の13時まで

47-2217
●運行事業者／有限会社山崎ハイヤー受付時間

午前 7時
午後 7時

ら
か

で
ま

※バス車内でも
ご予約承ります。

1 予約方法

3 目的地へ（相乗り） 4 目的地到着
福島町役場

福島町役場到着です！

承り
ました

○月○日の○便
と△便を予約し
たいのですが。○
便の行き先は福
島町役場で、△便
の乗車場所も福
島町役場です。

2 確　認（到着時間のお知らせ）

はい
わかり
ました

※到着30分前までに
　到着時間をお知らせします。

ご予約いただいた
○便ですが、○時ぐ
らいにお迎えに行き
ます。

※便によって予約時間が
   異なります。

●第１便～第８便：運行開始の１時間前まで 
●第９便～第10便：当日の１３時まで

【予約時間】

デマンドバスご利用の流れ
帰りの便の

ご予約も忘れずに！

福島町 FOOD STADIUM 2023 で
福島町デマンドバスをご紹介しました！

福島町デマンドバスの車両展示の様子 実際に乗車していただきました！

を

フ　ー　ド ス　タ　ジ　ア　ム
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お問い合わせ先 町民課　町民係　　☎47－4681

住民税非課税世帯に対する給付金のご案内

　物価高騰の影響を受けて、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯）に対し、給付金
を支給します。

令和５年12月1日現在において、福島町に住民登録がある方で、
令和５年度分の住民税均等割が非課税である世帯

令和５年12月1日現在において、福島町に住民登録がある方で、
下記に該当する世帯に対し該当する給付金を支給します。

対象の世帯には、３月上旬に「支給のお知らせ」、「確認書」を送付しております。書
類が届きましたら、中身を確認して必要事項を記入のうえ、「確認書」のみ同封された
封筒で返送してください。

令和６年５月31日（金）　※消印有効

１世帯あたり７万円

対象の世帯には、１月下旬に「支給のお知らせ」、「確認書」を送付しております。
手続きがお済みでない方は、お早めに手続きをお願いします。

支給対象

支給対象
と支給額

手続方法

申請期間

支 給 額

手続方法

住民税均等割のみ課税世帯・
低所得の子育て世帯に対する給付金のご案内

支　　給　　対　　象 支　　給　　額

①令和5年度分の住民税均等割のみ課税の世帯 １世帯あたり　　10万円

②�令和5年度分の住民税均等割が非課税およ
び均等割のみ課税の子育て世帯

児童１人あたり　５万円
【平成17年４月２日生まれ以降の
� 児童（18歳以下）】

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
●●福福利利厚厚生生

・・花花見見会会

・・本本社社祭祭りり

・・社社員員旅旅行行

・・ボボーーリリンンググ大大会会

・・忘忘年年会会

・・大大レレククレレーーシショョンン大大会会

ななどど

宮城県松島

忘年会（ビンゴ大会）

大阪道頓堀

○○ 未未経経験験者者のの人人ででもも、、３３年年～～５５年年でで一一人人前前のの電電気気工工事事士士にに成成長長ししまますす。。

○○ 社社員員のの大大半半がが家家族族をを持持ちち、、立立派派なな大大黒黒柱柱ととししてて勤勤務務ししてていいまますす。。

○○ 国国家家試試験験、、技技能能講講習習、、安安全全教教育育とと、、いいろろんんなな資資格格もも取取得得ででききまますす。。

○○ 11００代代～～３３００代代のの社社員員がが多多数数勤勤務務しし、、楽楽ししくく和和気気ああいいああいいとと働働いいてていいまますす。。

○○ 仕仕事事だだけけででははななくく、、社社員員のの交交流流をを深深めめるる行行事事イイベベンントトがが沢沢山山あありりまますす。。

（（ホホーームムペペーージジ内内にに写写真真掲掲載載あありり））
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国国 のお知らせ民民 年年 金金

お問い合わせ先 町民課　年金係
函館年金事務所

☎４７－４６８１
☎０１３８－３１－９０８６（お客様相談室）

障害年金とは？
　病気やけがによって生活や仕事などが制限されるようになった場合に、現役世代の方も
含めて受け取ることができる年金です。
　障害年金には「障害基礎年金」と「障害厚生年金」があり、国民年金に加入していた場
合は「障害基礎年金」、厚生年金保険に加入していた場合は「障害厚生年金」が請求できます。
　なお、障害厚生年金に該当する状態よりも軽い障害が残ったときは「障害手当金」を受
け取ることができます。ただし、障害年金を受け取るには、年金の納付状況などの条件が
設けられています。それぞれの項目で１から３をすべて満たす方が受給することができます。

①障害の原因となった病気やけがの初診日が次のいずれかの間にあること。
　・国民年金加入期間　
　・20歳前または日本国内に住んでいる60歳以上65歳未満で年金制度に加入していない期間
②初診日の前日に、保険料の納付要件を満たしていること。
　※ただし、20歳前の年金制度に加入していない期間に初診日がある場合は納付要件不要
③障害の状態が、障害認定日または20歳に達した日に、障害等級表に定める１級
　または２級に該当していること。

障害基礎年金について

障害厚生年金について

障害手当金について

①厚生年金保険の被保険者である間に、障害の原因となった病気やけがの初診日があること。
②初診日の前日に、保険料の納付要件を満たしていること。
③障害の状態が、障害認定日に障害等級表に定める１級から３級のいずれかに
　該当すること。
　�※�障害認定日に障害の状態が軽くても、その後状態が重くなった場合は障害厚生年金を

受け取れる場合があります。

①上記障害厚生年金の①、②と同じ。
②下記の条件すべてが該当していること。
　・初診日から５年以内に治っていること（症状が固定）
　・治った日に障害厚生年金を受け取ることができる状態より軽いこと。
　・障害等級表に定める障害の状態であること。

各種障害年金の手続き先は下記のとおりです。
なお障害の状態を示す医師の診断書などの提出を求める場合があります。

◆障害基礎年金→お近くの年金事務所または役場年金係
◆障害厚生年金、障害手当金→お近くの年金事務所
� （初診日に共済組合に加入していた場合は共済組合など）　

手続き先
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お問い合わせ先 町民課　　☎４７－４６８１

※注意事項

〔　〕〔　〕1616

　３月から４月にかけては、転入・転出の件数が例年多くなり窓口が混雑する時期です。
　これまでは役場に来庁して転出の手続きをし、転出証明書を受け取り、転入先の市区町村へ
転入届とともに提出しておりましたが、マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータル
からオンラインでも転出の届出をすることで原則、役場での転出手続きが不要となります。
　窓口およびオンラインでの手続きの流れは下記のとおりです。

①転入手続きは転入した日から 14 日以内に行ってください。
②�国民健康保険証の返還や水道、町税などの手続きは引っ越しする前にあらかじめ担当課にて
手続きを済ませてください。

　 以下に該当する場合はマイナポータルでの手続きはできませんので、ご注意ください

・マイナンバーカードの氏名や住所を最新の情報に更新していない。
・引っ越す人のうち、誰もマイナンバーカードを所有していない。
・自治体がマイナポータルでの申請に対応していない。（福島町は対応しています）
・海外に引っ越しをする。　　　　
・住民票の住所は一緒だが、別世帯の人を申請する。
・マイナンバーカードの暗証番号を覚えていない。

窓口での手続き オンラインでの手続き

　� 〈引っ越し前市区町村〉
　役場窓口に転出届を提出して、転出
証明書を受けとってください。

　� 〈引っ越し先市区町村〉
　転出証明書を持参のうえ、役場窓口
で転入手続きを行ってください。
※�マイナンバーカードをお持ちの方は
マイナンバーカードの住所変更も行
うため、マイナンバーカードと暗証
番号をご持参ください。

　� 〈引っ越し先市区町村〉
　マイナンバーカードと暗証番号を持
参のうえ、役場窓口で転入手続きを
行ってください。

　� 〈引っ越し前市区町村〉
　マイナポータルの「引越しの手続」
から、オンラインで転出の届出を行っ
てください。
・�窓口に行くことなく自宅などから手
続きできます。

※�マイナンバーカードと暗証番号が必
要です
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福島町国民健康保険診療所

やまゆりクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土
午
前 ● ● ● ● ● ▲

午
後

● ● ●
訪問
診療

●

8 :30 ～ 11:45

1 :00 ～ 5:00

●5 :00 ～ 6:30

診療所だより診療所だより
『アレルギーとは』『アレルギーとは』

～やまゆりの風～～やまゆりの風～

３日以内に37.0℃以上の発熱または、風邪症状（喉の痛み・鼻水・鼻づまり・咳・関節痛・
頭痛など）のある方は、来院される前に電話でご連絡をお願いします。

やまゆりクリニックからのお願い

◆アレルギーとは？
　体内に入ったウイルスや細菌など、有害な物質から身体を守る仕組みを「免疫」といいます。そ
の免疫が、食べ物や花粉など身体に害を与えない物質に対しても過剰に反応してしまうことを「ア
レルギー」といいます。
　アレルギーを引き起こす物質を「アレルゲン」といい、人によってアレルゲンとなる物質はさま
ざまです。
◆原因となることが多いアレルゲン

◆代表的なアレルギー疾患

　アレルギーの診断方法はいろいろありますが、血液検査でもアレルギーの有無がわかる場合
もあります。ほとんどのアレルギー反応は軽度ですが、重症の場合、アナフィラキシー反応（呼
吸困難や意識消失など）を起こし命に関わることもあります。
　特に食物アレルギーについては、原因物質を知ることが重要です。自己判断せず、医師の指
導のもとで検査・治療を受けましょう。

ぜん息
　�気道が狭くなりゼーゼー・ヒューヒューと音をとも
なう呼吸障害や慢性的な咳が特徴です。
食物アレルギー
　�食べ物が原因となって引き起こされるアレルギーで
す。主な症状は、発疹・じんましん、腹痛、呼吸が
ゼーゼーするなどがあります。

アトピー性皮膚炎
　�かゆみをともなう湿疹がみられ、良くなったり悪く
なったりを繰り返します。
　掻くことによって症状が悪化します。
アレルギー性鼻炎・アレルギー性結膜炎
　�くしゃみ・鼻水・鼻づまり、目のかゆみなどの症状
が起きます。１年を通して症状が出るタイプと、特
定の季節に症状が出るタイプ（花粉症）があります。

吸入系　その他のアレルゲン 食物系アレルゲン

室内塵
ヤケヒョウヒダニ

樹　木

スギ、ヒノキ

真　菌

アルテルナリア
卵

卵白
甲殻類

エビ

魚　類

マグロ
ハウスダスト ハンノキ（属） （ススカビ） オボムコイド カニ サケ

動　物
ネコ皮屑（フケ） シラカンバ（属） アスペルギルス

牛　乳 ミルク 豆　類
大豆 サバ

イヌ皮屑（フケ） イネ科
植　物

カモガヤ （コウジカビ） ピーナッツ

果　物

キウイ

昆　虫
ガ

ゴキブリ

オオアワガエリ カンジダ
穀　物

小麦
肉　類

鶏肉 リンゴ

雑　草
ブタクサ マラセチア（属） ソバ 豚肉 バナナ
ヨモギ 職業性 ラテックス（ゴム） 米 牛肉 その他 ゴマ



福島町の歴史と文化を知る❸ 特
集

福
島
町
の
歴
史
と
文
化
を
知
る
③

【
福
島
町
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係
】

伊
能
忠
敬
の
魅
力
を
発
信  ⦿

普
及
活
動
の
記
録⦿

　
伊
能
像
見
学
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
へ
銅
像
や
展
示

品
に
つ
い
て
解
説
し
た
り
、
町
内
外
へ
情
報
を
発

信
し
た
り
す
る
な
ど
、
昨
年
行
わ
れ
た
普
及
活
動

を
４
件
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
20
日（
月
）

　
日
本
の
海
岸
を
測
量
に
よ
り
描
い
た
伊
能
忠

敬
。
小
中
学
生
の
学
習
で
は
自
分
の
住
む
町
の
海

岸
に
足
跡
を
重
ね
て
学
習
で
き
れ
ば
よ
り
子
ど
も

達
の
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
蝦
夷
地
測
量
終
点
の
町
、
松
前
町
の
児
童
生
徒

が
蝦
夷
地
測
量
起
点
の
町
、
福
島
町
吉
岡
の
地
で

学
習
し
ま
し
た
。
真
剣
な
子
ど
も
た
ち
の
強
い
ま

な
ざ
し
に
説
明
員
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
分

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
学
会
で
は
、伊
能
忠
敬
の
測
量
は「
彎

窠
羅
鍼（
わ
ん
か
ら
し
ん
）」に
よ
る
昼
の
測
量
と
、

中
象
限
儀（
ち
ゅ
う
し
ょ
う
げ
ん
ぎ
）に
よ
る
夜
の

測
量
が
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吉
岡
の
伊
能
忠
敬
像
は
、
福
島
町
吉
岡

が
伊
能
忠
敬
に
よ
る
蝦
夷
地
測
量
の
起
点
で
あ

り
、
日
本
地
図
測
量
第
一
次
測
量
の
最
初
の
地
点

で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
続
け
て
実
施
し
て

い
る
こ
の
学
習
会
。
銅
像
見
学
と
関
連
資
料
を
展

示
し
て
い
る
吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
と
、
２
ヵ
所
で

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
広
報
ふ
く
し
ま
」（
令
和
５
年
度
５
月
号
・
７

月
号
）の
伊
能
像
完
成
５
周
年
を
記
念
し
た
特
集

記
事
を「
伊
能
忠
敬
研
究
会
会
報
101
号
」（
59
頁
〜

62
頁
）で
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
福
島
町
の
伊

能
忠
敬
の
足
跡
が
伊
能
忠
敬
研
究
会
の
会
員
の
皆

さ
ん
に
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
10
日（
日
）

　
米
国
の
文
学
・
歴
史
研
究
者
で
あ
る
ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
フ
ラ
イ
ド
マ
ン
さ
ん
が
福
島
町
に
立
ち
寄
っ

た
際
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
会
員
で
も
あ
る
福
島
町

史
研
究
会
の
中
塚
徹
朗
会
長
が
伊
能
忠
敬
に
つ
い

て
解
説
。
測
量
に
も
興
味
の
あ
る
氏
は
「
日
本
の

伊
能
忠
敬
の
偉
業
を
米
国
の
学
生
に
も
広
く
伝
え

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
函
館
市
在
住
の
新
進
気
鋭
の
画
家
、
藤
倉
朱
里

さ
ん
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
「
伊
能
忠
敬
」。

　
伊
能
忠
敬
蝦
夷
地
測
量
の
道
行
き
に
思
い
を
馳

せ
描
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
忠
敬
翁
を
取
り
囲

む
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
測
量
の
夢
を
叶

え
る
旅
の
守
り
神
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
は
、
島
根
地
理
学
会
の
神
英
雄
会
長

を
お
招
き
し
、蝦
夷
地
を
測
量
し
た
津
和
野
藩
士
・

堀
田
仁
助
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

① 

松
前
町
の
小
学
生
が
伊
能
像
見
学

② 

伊
能
忠
敬
研
究
会
会
報
で

　
　  

　
　
　
　 

町
の
取
り
組
み
を
紹
介

④ 

画
家
の
藤
倉
朱
里
さ
ん
に

　
　
　
　
　描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

③ 

海
外
の
研
究
者
へ
伊
能
忠
敬
の
魅
力
を
発
信

デジタルアート「伊能忠敬」
（藤倉朱里作）

函館新聞
令和５年12月29日記事㊧
海外の研究者へ伊能忠敬の
魅力を発信

函館新聞
令和５年11月24日記事㊨
松前町の小学生が伊能像見学

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

●
３
月
の
行
事

＊３月総合体育館カレンダー＊ ◇
高
齢
者
学
級
閉
校
式

　
期
日
　
３
月
18
日（
月
）

　

時
間　
11
時
～　

　

場
所　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

集
会
室

◇
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
体
験
会

　
期
日
　
３
月
20
日（
水
）

　

時
間　
13
時
～
16
時

　

場
所　
総
合
体
育
館

�

（
小
体
育
館
）

少年少女体力テスト・第37回町民なわとび大会
　２月３日（土）、総合体育館にて『少年少女体力テスト』、『第37回町民なわとび大会』
が開催されました。体力テストでは、幼児から小学６年生までが参加し、自分の限界に
挑み、自己新記録を目指して頑張りました。
　なわとび大会では、小学１年生～６年生個人の部、親子ペアの部、集団とびの部、各
部門にたくさんの参加があり、個人の部では、大会新記録が生まれました。各部門で熱
戦が繰り広げられ、大変盛り上がりました。
　大会結果は下記のとおりです。

個人の部
小学１年生　阿部　結華� 104回　
小学２年生　北村　明彩� 92回　
小学３年生　渋谷　莉瑚� 275回　
小学４年生　安田　莉々� 303回　
� （大会新）
小学５年生　大野　莉奈� 214回　
小学６年生　吉澤　鈴音� 336回　
� （大会新）

親子ペアの部
　渋谷親子ペア� 233回　

集団とびの部
　福島小学校６年生� 45回　

※各部門の第 1位のみ記載

第37回町民なわとび大会結果

〔　〕〔　〕1818
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福
島
町
の
歴
史
と
文
化
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町
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育
委
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生
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伊
能
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敬
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魅
力
を
発
信  ⦿

普
及
活
動
の
記
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伊
能
像
見
学
に
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た
皆
さ
ん
へ
銅
像
や
展
示

品
に
つ
い
て
解
説
し
た
り
、
町
内
外
へ
情
報
を
発

信
し
た
り
す
る
な
ど
、
昨
年
行
わ
れ
た
普
及
活
動

を
４
件
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
11
月
20
日（
月
）

　
日
本
の
海
岸
を
測
量
に
よ
り
描
い
た
伊
能
忠

敬
。
小
中
学
生
の
学
習
で
は
自
分
の
住
む
町
の
海

岸
に
足
跡
を
重
ね
て
学
習
で
き
れ
ば
よ
り
子
ど
も

達
の
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
蝦
夷
地
測
量
終
点
の
町
、
松
前
町
の
児
童
生
徒

が
蝦
夷
地
測
量
起
点
の
町
、
福
島
町
吉
岡
の
地
で

学
習
し
ま
し
た
。
真
剣
な
子
ど
も
た
ち
の
強
い
ま

な
ざ
し
に
説
明
員
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
分

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
学
会
で
は
、伊
能
忠
敬
の
測
量
は「
彎

窠
羅
鍼（
わ
ん
か
ら
し
ん
）」に
よ
る
昼
の
測
量
と
、

中
象
限
儀（
ち
ゅ
う
し
ょ
う
げ
ん
ぎ
）に
よ
る
夜
の

測
量
が
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吉
岡
の
伊
能
忠
敬
像
は
、
福
島
町
吉
岡

が
伊
能
忠
敬
に
よ
る
蝦
夷
地
測
量
の
起
点
で
あ

り
、
日
本
地
図
測
量
第
一
次
測
量
の
最
初
の
地
点

で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
続
け
て
実
施
し
て

い
る
こ
の
学
習
会
。
銅
像
見
学
と
関
連
資
料
を
展

示
し
て
い
る
吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
と
、
２
ヵ
所
で

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
広
報
ふ
く
し
ま
」（
令
和
５
年
度
５
月
号
・
７

月
号
）の
伊
能
像
完
成
５
周
年
を
記
念
し
た
特
集

記
事
を「
伊
能
忠
敬
研
究
会
会
報
101
号
」（
59
頁
〜

62
頁
）で
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
福
島
町
の
伊

能
忠
敬
の
足
跡
が
伊
能
忠
敬
研
究
会
の
会
員
の
皆

さ
ん
に
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
12
月
10
日（
日
）

　
米
国
の
文
学
・
歴
史
研
究
者
で
あ
る
ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
フ
ラ
イ
ド
マ
ン
さ
ん
が
福
島
町
に
立
ち
寄
っ

た
際
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
会
員
で
も
あ
る
福
島
町

史
研
究
会
の
中
塚
徹
朗
会
長
が
伊
能
忠
敬
に
つ
い

て
解
説
。
測
量
に
も
興
味
の
あ
る
氏
は
「
日
本
の

伊
能
忠
敬
の
偉
業
を
米
国
の
学
生
に
も
広
く
伝
え

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
函
館
市
在
住
の
新
進
気
鋭
の
画
家
、
藤
倉
朱
里

さ
ん
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
「
伊
能
忠
敬
」。

　
伊
能
忠
敬
蝦
夷
地
測
量
の
道
行
き
に
思
い
を
馳

せ
描
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
忠
敬
翁
を
取
り
囲

む
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
は
測
量
の
夢
を
叶

え
る
旅
の
守
り
神
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
は
、
島
根
地
理
学
会
の
神
英
雄
会
長

を
お
招
き
し
、蝦
夷
地
を
測
量
し
た
津
和
野
藩
士
・

堀
田
仁
助
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

① 

松
前
町
の
小
学
生
が
伊
能
像
見
学

② 

伊
能
忠
敬
研
究
会
会
報
で

　
　  

　
　
　
　 

町
の
取
り
組
み
を
紹
介

④ 

画
家
の
藤
倉
朱
里
さ
ん
に

　
　
　
　
　描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！

③ 

海
外
の
研
究
者
へ
伊
能
忠
敬
の
魅
力
を
発
信

デジタルアート「伊能忠敬」
（藤倉朱里作）

函館新聞
令和５年12月29日記事㊧
海外の研究者へ伊能忠敬の
魅力を発信

函館新聞
令和５年11月24日記事㊨
松前町の小学生が伊能像見学

〔　〕〔　〕1919



福島町生活指導連絡協議会だより

春休みを安全に過ごすために
春
休
み
期
間

帰 

宅 

時 

間

小中学校　３月23日（土）から４月７日（日）まで
高等学校　３月23日（土）から４月７日（日）まで
幼 稚 園　３月27日（水）から４月７日（日）まで

小 学 校　３月　17：00まで
　　　　　４月　17：30まで
中 学 校　３月　18：00まで
� （４月６日以降��19：00まで）
高等学校　22：00まで

※　�春休み中の登校日や部活動などの日程もご確
認ください。

福島町教育委員会事務局� ☎４７－３６７５
松前警察署福島交番� ☎４７－２０４２
松前警察署吉岡駐在所� ☎４８－５００７
認定こども園福島保育所� ☎４７－３４４０
福島幼稚園� ☎４７－２２３３

福島町立福島小学校� ☎４７－２００４
福島町立吉岡小学校� ☎４８－５００９
福島町立福島中学校� ☎４７－２０６９
北海道福島商業高等学校� ☎４７－２１３１
（福島町生活指導連絡協議会参加団体）

・�　外泊はやめましょう。
・�　外出する時は、行き先と帰る時刻を保護者に
伝えましょう。
・　�「早寝早起き朝ごはん」を心がけましょう。
・�　新しい学年に向けて、勉強や生活の目標を立
てましょう。
・�　室内にこもらず、外へ出て遊ぶ時間も大切に
しましょう。
・�　帰宅後は「うがい・手洗い」をしっかり行い
ましょう。
・�　インターネットやＳＮＳは「福島町メディア
ルール」を参考に、家庭で使用のルールを決め
ましょう。

・�　信号や交通ルールを守り、交通安全を心掛け
ましょう。
・�　横断歩道を渡る時や歩道を歩く時は、車の動
きを確かめて、安全に通行しましょう。
・�　自転車は雪がとけても勝手に乗ってはいけま
せん。学校からの指示に従いましょう。

・�　道路の近くや危険な場所では遊ばないように
しましょう。
・�　小学生が町外へ出かける時は、必ず大人の方
と一緒に出かけましょう。
・�　道ばたの雪山や建物の軒下には、近づかない
ようにしましょう。

健康・生活

交通安全

外遊び

その他の注意
・�　通院が必要な症状がある場合は、家族と相談
し、春休み中に病院を受診しましょう。

・�　公共施設はマナーを守り、大切に使いましょう。
・�　見知らぬ人に声をかけられても、ついていっ
てはいけません。危険な目にあった時は大声で
助けを求め、近くのお店や家に逃げ込み、すぐ
に110番通報をしましょう。

・�　未成年の飲酒や喫煙は絶対にいけません。ま
た、薬物や危険ドラッグなどは犯罪です。絶対
にいけません。

・�　パチンコ店やスナックなど、児童・生徒の立
入が禁止されている場所へ出入りしないように
しましょう。

　「福島町生活指導連絡協議会」は、春休み中、
子どもたちのきまりをそろえて指導しています。
地域の皆さまにもご一読いただき、家族ぐるみ・
地域ぐるみで声を掛け合って子どもたちを守り、
事故のない有意義な春休みが過ごせるよう、ご協
力をお願い申し上げます。
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今月のイベント

①【移　 動　 図　 書】５日（火）福小10：00～、吉小13：30～
②【図書室で遊ぼう！】13日（水）15：00～16：00
③【ブ ッ ク ス タ ー ト】21日（木）13：30～健康づくりセンター
④【よみきかせのかい】16日（土）10：30～11：00
⑤【Ｂ Ｏ Ｏ Ｋ フ ェ ア】～春～ 出会いと旅立ち
� ～４月30日（火）まで

図書室ＮＥＷＳ
～２０２４.３月号～

福祉センター図書室　☎４７－３０４６
ＨＰ：https://www.lib-eye.net/fukushima_town_library/
◆貸出冊数・期限：１人10冊まで、２週間貸出可能
◆休 館 日：毎週日曜日・火曜日/祝日/年末年始（12/30～1/5）

　吉岡総合センターなごめ～るの「図書コーナー」では、本を自由に
読むことができ、図書利用登録を行えば、どなたでも自由に本を借り
ることができます。
　貸出は利用者のセルフサービス方式になっております。

～おすすめの１冊～

なごめ～るの図書コーナーはご存知ですか？

図書室で遊ぼう！

１年おつかれさま会のお知らせ

未返却の本はございませんか？

〈日時〉　３月13日（水）　15：00～16：00
〈場所〉　福祉センター図書室
〈対象〉　小学生（保護者同伴であれば幼児もご参加できます）
〈定員〉　20名（先着順）　※参加費は無料です。
〈内容〉　イス取りゲームや新聞紙リレーなどを行います。
　　　　最後に嬉しいプレゼントがもらえるかも!?
　　　　たくさんのご参加お待ちしています。

　ご自宅に返し忘れている本がござい

ましたら、福祉センター図書室までお

届けください。

　ご協力よろしくお願い致します。

　「権力」＝ライオン、「憲法」＝檻のた
とえ話で解説し、イラスト付のためとて
もわかりやすい憲法の入門書です。
　子どもに限らず大人が読んでもタメに
なるので、読み終わったら誰かに話した
くなる！そんな１冊です。

　　檻の中のライオン
� 楾　　大樹（著）

＝じどうしょ＝

●まっしろしろくま

●じゃがじゃがおなべのおふろやさん

●ねこもおでかけ

●大ピンチずかん ２

●寒い土地のくらし　北海道

＝一般書・小説＝

●変な家

●毎日使える薬膳＆漢方の食材事典

●わんこ四字熟語辞典

●ふしだら・さくら

●人間標本

●食堂のおばちゃん⑮おむすび縁結び

㋤ まんが人物伝　紫式部

� ほか

柴 田 ケ イ コ

つぼいじゅり

朽 木 祥

鈴木のりたけ

長 谷 川 直 子

雨 穴

阪 口 珠 未

西 川 清 志

瀬 戸 内 寂 聴

湊 か な え

山 口 恵 以 子

山本淳子ほか

新刊案内

㋤は吉岡総合センターなごめ～るの新着図書です

　本を選んだら、貸出ファイルにご自分の利用カード番号
と本のタイトル・貸出日・返却日を記入して下さい。
　（返却日は借りた日から２週間後になります。）
※�図書利用カードをお持ちでない方は、お手数ですが福祉
センター図書室にて図書カードのご登録をお願いします。

貸出方法
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１ 金
教　福島商業高等学校卒業式	 9:30～　福島商業高校　　　

保育　ひなまつり誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　
議　議会運営委員会	 15:00～　議会委員会室　　　

２ 土

３ 日

４ 月

福　乳がん検診（※要予約）

	 8:30～11:00　健康づくりセンター
税　申告相談（福島２・３、館古、檜倉地区）

	 9:00～15:00　福島町役場　　　　

５ 火

税　申告相談（月崎１地区）

	 9:00～15:00　福島町役場　　　　
保育　こぐまクラブ修了式（つばめ組）

	 10:00～　福島保育所　　　　
教　移動図書	 10:00～　福島小学校　　　　

	 13:30～　吉岡小学校　　　　
福　認知症カフェ	 10:30～12:00　吉岡温泉　　　　　
福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

６ 水

税　申告相談（月崎２地区）

	 9:00～15:00　福島町役場　　　　
福幼　ALTジャスパー先生と英語で楽しく

	 10:00～　福島幼稚園　　　　
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

７ 木

税　申告相談（丸山団地、緑町地区）

	 9:00～15:00　福島町役場　　　　
保育　運動保育　	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター
福　乳幼児歯科検診フッ素塗布

	 13:00～13:30　健康づくりセンター

８ 金

保育　ALT訪問（英語で遊ぼう）

	 10:00～　福島保育所　　　　
議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
議　定例会３月会議（夜間会議）

	 18:00～　議会議場　　　　　

９ 土 福幼　絵本の広場	 10:00～　福島幼稚園　　　　

10 日

11 月

税　申告相談（三岳１地区）

	 9:00～15:00　福島町役場　　　　
議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

12 火

税　申告相談（新栄町地区）

	 9:00～15:00　福島町役場　　　　
議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　月崎１町内会館　　

	 13:30～15:00　健康づくりセンター

13 水

税　申告相談（全地区）	9:00～15:00　福島町役場　　　　
保育　福島保育所おわかれ会	 10:00～　福島保育所　　　　
福幼　ちびっこ広場	 10:00～　福島幼稚園　　　　
福幼　聖書と賛美の会（子育て座談会）

	 10:30～　福島幼稚園　　　　
議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
教　図書室で遊ぼう！	 15:00～16:00　福祉センター図書室

14 木

税　申告相談（全地区）	9:00～15:00　福島町役場　　　　
議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　吉岡総合センター　
福　温泉健康相談	 13:30～16:00　吉岡温泉　　　　　

15 金

教　福島中学校卒業式	 9:00～　福島中学校　　　　

税　申告相談（全地区）	9:00～12:00　福島町役場　　　　
議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
産　無料法律相談	 13:00～15:00　福島町役場　　　　

16 土 教　よみきかせのかい	 10:30～11:00　福祉センター図書室

17 日

18 月
教　福島小学校卒業式	 9:30～　福島小学校　　　　

議　定例会３月会議	 10:00～　議会議場　　　　　
教　高齢者学級閉校式	 11:00～　福祉センター集会室

19 火
保育　福島保育所避難訓練（火災想定）

	 10:00～　福島保育所　　　　

20 水
春分の日
教　ストリートダンス体験会

	 13:00～16:00　総合体育館（小体育館）

21 木

福幼　卒園式リハーサル　	 10:00～　福島幼稚園　　　　

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター
福　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30　健康づくりセンター

22 金

福幼　第69回保育証書授与式	 10:00～　福島幼稚園　　　　

福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター
福　認知症カフェ	 13:30～15:00　健康づくりセンター
教　各小中学校修了式

23 土

24 日

25 月

26 火

保育　第49回福島保育所卒園式	 9:30～　福島保育所
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る（千軒）

	 13:30～15:00　健康づくりセンター
福幼　終業式	 10:30～　福島幼稚園　　　　

町　人権相談・行政相談
	 13:00～15:00　福島町役場　　　　

27 水 福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

28 木 議　定例会３月第２回会議	 13:30～　議会議場　　　　　

29 金

30 土

31 日

今月の行事予定今月の行事予定

議 議会事務局 (47)2215

総 総務課（代表） (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 町民課（税務） (47)4683

町 町民課（町民） (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

広域 渡島西部広域事務組合 (47)3511

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -

＊�　各行事について参加を希望される方は、事前に各担当までお問い合わせください。

3月
March
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ふるさと応援基金ふるさと応援基金
　令和６年２月21日現在までの寄付金が次のとおりと
なりました。
　ありがとうございました。

令和４年度末時点での基金残高

100,073,000円
寄付受入れ状況

令和４年度 4,147件 56,410,052円
令和５年度 3,630件 47,434,000円

お問い合わせ先 企画課企画係 ☎47－3007

○おたんじょうおめでとう
　　　お名前� 地区名� �保護者

出生に関する届出はありませんでした

１月19日～２月21日届出分

よろこび・かなしみ

○優良運転者講習（福島町福祉センター）
　３月14日（木）　　午後６時から

○松前町の講習（松前町総合センター）
　３月19日（火）
　　　違反講習…午前10時
　　　優良講習…午後１時
　　　一般講習…午後２時
　　　初回講習…午後３時45分

運転免許更新時講習

○おくやみもうしあげます
　 亡くなった方� 年齢 　地区名

　中山　惠三さん� （83歳）　新栄町

　髙谷　良子さん� （89歳）　宮　歌

　金谷　勇藏さん� （87歳）　新栄町

　和田ミツヱさん� （96歳）　福島４

　西田　謙一さん� （91歳）　吉岡２

　鳴海　幹男さん� （90歳）　福島４

　新山　スデさん� （92歳）　三岳１

　海老子喜美惠さん� （96歳）　三岳１

　吉田　純一さん� （79歳）　日向２

　深山　保彦さん� （76歳）　月崎１

吉岡温泉から
お知らせ

　新たな吉岡温泉がオープンする４月下旬ま
での間、温泉は休館となります。

　ご自宅にお風呂が無くてお困りの方
は役場福祉課までご連絡ください。
　新たな吉岡温泉は４月23日（火）のオープ
ン予定に向け、工事が順調に進んでいます。
　お楽しみに！

お問い合わせ先
福祉課� ☎47－4682
福島町まちづくり工房
� ☎46－7822

　新たな吉岡温泉オープン準備のため、今の
吉岡温泉施設は３月24日（日）の営業を最後
に閉館いたします。
　長い間ご愛顧いただきありがとうございま
した。
　最終日の３月24日（日）はいつもどおり
10：30～21：30までの営業といたします。

横綱千代の山・千代の富士記念館と
青函トンネル記念館がオープン！
　３月17日（日）より、横綱千代の山・千代の富士記
念館および青函トンネル記念館が今年の営業を開始
します。
　ぜひ、ご家族・ご友人と一緒にご来館ください。

営業期間　３月17日（日）から11月30日（土）まで�（無休）
営業時間　９：00～17：00
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人口と世帯
（令和６年１月末現在）

前月比

人　口 ３，451 人 －�16 人

男 1，６15 人 －� 8 人

女 1，８３６ 人 －� 8 人

世帯数 1，９02世帯 －� 8世帯

日曜当番医

※診療時間は、午前９時から
　午後３時までです。

３月�３日
� 10日
� 17日
� 24日
� 31日

やまゆりクリニック
（松前町立松前病院）
（木古内町国保病院）
小笠原クリニック
（松前町立松前病院）

３月は福島幼稚園

ほし組のみなさんの作品です

「ぼくの夢・わたしの夢」

３
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にいやま
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